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会議次第 

１ あいさつ 

 

２ 委員紹介 

 

３ 会長、副会長の選出 

 

４ 平成３０年度 人・農地プランの更新について 

    

（１）旧相模原市の区域 

 

（２）津久井地域 

 

 ５ その他 

 



審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

 

１ あいさつ 

  岩本経済部長からあいさつがあった。 

 

２ 委員紹介 

  事務局の進行により、出席委員の紹介があった。 

 

３ 会長、副会長の選出 

事務局から、「相模原市人・農地プラン設置要綱」第４条第２項に基づき、委員の互選

により会長、副会長の選出する旨を説明した。 

 委員の互選により、会長に神奈川つくい農業協同組合経済部長の榎田美治委員が、副

会長に相模原市農業協同組合営農部長の井上博史委員が選出された。 

榎田会長からのあいさつに続き、会長の進行により、議事が進められた。 

    

４ 平成３０年度 人・農地プランの更新について 

  人・農地プランを更新するに当たり、旧相模原市の区域及び津久井地域の２地域の人・

農地プラン（案）について、事務局から説明を行った。 

 

（協議結果） 

事務局が作成した原案について、委員の承認を得て、決定した。 

 

（主な意見等） 

● 地域の話し合いに参加した農業者から、認定農業者ではないが、大規模に営農して

いる農業者が掲載されていないとの指摘があった。事務局では、認定農業者や新規就

農者の情報は把握しているが、後継者等の情報が無いため、両農協と連携して次年度

以降に各地域での担い手の洗い出しをする必要があると考えている。 

 

○  新規就農者同士の繋がりが希薄であり、孤立して農業経営を行っているようにみえ 

る。また、新規就農者は一日の労働時間が長いので、農業経営が似ている新規就農者 

同士で協力すれば、個々の労働時間も軽減するのではないかと感じている。 

 

 ○ 新規就農者は、皆それぞれの意思を持って就農しているため、異なる考え方を持っ

ている人が多く、協力するのが難しい。また、一日の労働時間については、どう改善

していこうか模索しているところである。 



 

○  認定農業者同士も横の繋がりが希薄であると感じることもあり、この地域にどのよ 

うな農家がいるのか、お互いを知らない人も多い。認定農業者は地域のリーダー的存

在として、周辺農家ともっと交流を深めることが重要だと思う。 

 

●  人・農地プランを充実させるには、農協や農業委員会、農地最適化推進委員など、 

多くの関係機関等で情報を共有し、内容を深めていくべきだと考えている。 

 

○  担い手の考え方として、農業を経営として行っている販売農家だけではなく、家庭 

菜園を営む自給農家も農地保全の視点からすれば、今後担い手に数えられていくと思

う。 

 

○  生産性のある農業を行っている販売農家が、農業だけで生計が立てれるように支援 

が必要だと思う。 

 

○  除草作業などの農地管理はしているが、無耕作の農地も多い。周囲に迷惑をかけな 

  いためだけに除草作業をしているのであれば、農地バンクのような制度を利用して農

業者へ集積してほしいと思うが、地権者に認知されているのか。 

 

○  農業委員会では、地権者に貸す意向があるかなどの意向調査をしており、農地バン 

クや利用権設定などの農地貸借制度があることを、貸借を検討している地権者に周知 

している。 

 

○  農地について、もっと規模拡大していきたいと思っているので、農地バンクの活用 

方針も見直され、対象範囲が拡大されるので、農地の集積が進むことを期待する。ま

た、地権者が複数いる場合、農地を貸す際には、全員の合意が必要であったが、一部

の合意で貸すことができるようになると聞いている。 

 

  ●  農地中間管理事業の見直しについては、常に情報収集をしており、新聞では見直し

内容の方針については報道されているが、公布日や施行日は未定。今後の動向に注目

して、農地の集積を進めていきたい。 

 

５ その他 

● 来年度以降、人・農地プランをより実効性のあるものにするために、年度初めに両

農協と打ち合わせを行い、支店単位で担い手の掘り起こし及び、生産基盤となる農地

情報を共有し、プランの更新をしたいと考えているので、ご協力いただきたい。 



 

○  人・農地プランの見直しの際には、中心となる経営体の名簿の備考欄に地区名等を 

記載して、更に小さい地域での区分けをすると地域の実情が把握しやすいと思う。 

 

○  地域農業者の代表として、人・農地プランにどう貢献できるか、今後検討していき 

たい。 

 

 

 



相模原市人・農地プラン協議会委員出欠席名簿 

 

 氏   名 所 属 等 備 考 出欠席 

１ 小川 誠 相模原市認定農業者連絡会 会長 出席 

２ 髙橋 三行 相模原市農業委員会 会長 出席 

３ 柿島 珠江 相模原市あぐりレディース会 会長 欠席 

４ 安藤 弘子 ひまわり会 代表 欠席 

５ 向山 耕生 相模原市新規就農者連絡会 会長 出席 

６ 井上 博史 相模原市農業協同組合営農部 部長 出席 

７ 榎田 美治 神奈川つくい農業協同組合経済部 部長 出席 

８ 小嶋 信雄 
神奈川県県央地域県政総合センター 

地域農政推進第一課 
課長 出席 

９ 笠木 一行 
神奈川県県央地域県政総合センター 

地域農政推進第二課  
課長 出席 

10 杉崎 淳 
神奈川県農業技術センター 

北相地区事務所  
所長 

代理出席 

藤代 岳雄 

11 岩本 晃 相模原市環境経済局経済部 部長 出席 

 


